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学級経営と特別活動　その１ 

 
１　今次改訂における学級経営 
 

◆　学級経営は、もとより普遍的に重要な教師 

　の営みであるが、とりわけ教育課程全体がより 

　柔軟化し、個に応じた学習過程を充実し、学び 

　に一層の多様性が生まれていく中で、こうした 

　多様性が学びの孤立化や不安定化をもたらすの 

　ではなく、相互の学びの深まりや成長につなが 

　っていくことが求められる。こうした中、学級 

　経営は、安定した教育活動を実施していく上で 

　欠くことのできないものと言える。 
 

◆　更には、指導体制面で小学校の教科担任制が 
推進され、道徳 WG では「チームで行う道徳授業」についても議論される中にあって、こう　

した取組が全体として機能していく意味でも、学級経営の重要性は更に高まっている。 

 
２　学級経営において特別活動が果たす役割 
 
 ◆　このように、学級経営がその重要さを増し、教育課程上の位置付けを明確化しその充実を　

図っていくことが一層求められる中にあって、標準授業時数の内数として確かな時間数が配当

され、子供たちの最も基礎的な生活コミュニティである学級における「生活づくり」等を内容

とする学級活動は、学びに向かう学習コミュニティの形成や心理的安全性の確保、民主的な社

会の形成者として必要な資質・能力の育成等を通じて、学校の教育活動全体を下支えする「学

級経営の要」であることを、明確化することが適当である。
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自分を省みて、謙虚になる 

 

 

 

 

（訳）自分自身を責める態度を厳しく厚くし、人に対しては寛大であれば、人を怨むことも 
うら

　　　怨まれることもなくなる。 
出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

　躬 自 ら厚くして、薄く人を責むれば、 則 ち 怨 に遠ざかる。 
み みずか あつ うす ひと せ すなわ うらみ とお


